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練馬区地域福祉計画推進委員会 

第５期第１回福祉のまちづくり部会 

 

１ 日時  令和５年８月９日（水）午後３時30分〜午後５時30分 

２ 場所  練馬区役所本庁舎20階交流会場 

３ 出席者 【部会員】 

青木部会員、岩澤部会員、植田部会員、岡﨑部会員、轡田部会員、 

熊谷部会員、篠原部会員、千葉部会員、中島部会員、増渕部会員、 

的野部会員、山﨑部会員、（以上12名） 

【区出席者】 

福祉部管理課長、土木部計画課長、交通企画課長 

 

 

４ 公開の可否 公開 

５ 傍聴者 なし 

６ 議題 

（1）令和４年度取組状況報告 

（2）区民ニーズ調査および地域福祉関係団体・関係者調査について 

（3）地域福祉計画推進委員会 福祉のまちづくり部会スケジュール 

 

○事務局 部会を開会いたします。 

 私は、本部会の事務局を務めます練馬区建築・開発担当部建築課福祉のまちづくり係長

でございます。どうぞよろしくお願いいたします。 

 では、まず初めに、福祉部管理課長より御挨拶をさせていただきます。 

○福祉部管理課長 本日は、お忙しいなか、練馬区地域福祉計画推進委員会福祉のまちづ

くり部会に出席いただき、ありがとうございます。 

 また、日頃、区の福祉のまちづくり行政に御理解、御協力を賜り、感謝を申し上げます。 

今回から期が改まり、第５期の福祉のまちづくり部会がスタートいたします。新しく委員

になられた皆様、そして第４期から引き続きの方も、どうぞよろしくお願いいたします。 

 現行の練馬区地域福祉計画も令和２年３月に策定して３年が経過し、令和７年度から始

まる次期計画内容について検討を開始する時期となりました。 

 委員の皆様方には、次期計画の策定に向け、引き続き、忌憚のない御意見や建設的な提

言をいただくとともに、計画策定後も計画の推進に関する御意見等をいただければありが

たいと考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○事務局 なお、この福祉のまちづくり部会は、練馬区地域福祉計画推進委員会設置要綱

第６条「専門部会の設置」に基づいて設置されています。 

 要綱の全文につきましては、お時間があるときに別紙の資料にて御確認をお願いいたし

ます。 

 本日は、部会長が選出されるまでの間、私の方で進行役を務めさせていただきますので、

どうぞよろしくお願いいたします。 
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 それでは、まず、部会員の出席状況と、この会議の情報公開と傍聴についての御報告を

させていただきます。 

 部会員の出席状況につきましては、現在、11名の部会員の方に御出席をいただいており

ます。 

 部会員１名が、現在出席が遅れている状況になっております。 

 また、本日の会議は公開となっております。現在、傍聴の方は０名となります。 

 会議の議事録につきましては、区のホームページに掲載をする予定となっております。

記録がまとまり次第、部会員の皆様にはお送りさせていただきますので、お忙しいところ

恐縮ですが、御確認のほどよろしくお願いいたします。 

 なお、会議の内容につきましては、記録のため録音させていただきますので、御了承く

ださい。 

 それでは、本日の議題に入る前に、資料の確認をさせていただきます。 

（事務局資料確認） 

 それでは、早速ですが、お手元の会議の次第に従いまして進めさせていただきます。 

 まず、委員の委嘱ですけれども、本来、お一人お一人に委嘱状を手渡しさせていただく

ところなのですが、時間の都合上、委嘱状は机上に配付させていただいております。御確

認をよろしくお願いいたします。 

 なお、委員の任期は、本日より令和７年３月31日まででございます。 

 では、次第の１、部会員の自己紹介でございます。 

 お手元に、資料１として部会員名簿を配付しておりますので、御確認をお願いいたしま

す。 

 それでは、自己紹介という形で、名簿の順番で名前と所属をお願いできればと思います。 

（部会員自己紹介） 

○事務局 それでは、続いて、次第の２、部会長および副部会長の選出をお願いしたいと

存じます。 

 事務局といたしましては、学識経験者の部会員にお願いしてはどうかと思っております

が、いかがでしょうか。 

（拍手） 

○事務局 ありがとうございます。 

 それでは、部会員に部会長をお願いいたします。 

 次に、副部会長の選出ですが、事務局といたしましては、同じく学識経験者の部会員に

お願いしてはどうかと思いますが、いかがでしょうか。 

（拍手） 

○事務局 ありがとうございます。 

 それでは、ただいま正副部会長が決定されましたので、部会員、部会員、恐れ入ります

が正副部会長席の方へお移りをお願いいたします。 

 それでは、部会長と副部会長から改めてご挨拶いただければと存じます。 

 部会長からお願いいたします。 

○部会長 どうも初めましてと言いますか、大役を引き受けさせていただきます。 

 拙い司会進行ではございますが、皆様と協力しながら、よりよい練馬区をつくり上げる
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ように推進してまいりたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

○副部会長 このたび、初めて練馬区さんの部会に参加することになったのですけれども、

早々に副部会長という大役を預かりまして、私も、区民の皆さんと、よりよい練馬区をつ

くるために、できればと思っていますので、まずは２年間ですけれども、よろしくお願い

いたします。 

○事務局 それでは、ここからの進行は部会長にお願いできればと思います。よろしくお

願いいたします。 

○部会長 それでは、次第に基づきまして、議事を進めていきたいと思います。 

 まず最初に、御発言される方は挙手をしていただきまして、発言の前にお名前と御所属

を言っていただければと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

 それでは、令和４年度取組状況としまして、事務局からの説明をお願いしたいと思いま

す。よろしいでしょうか。 

○事務局 それでは、事務局より、地域福祉計画の令和４年度取組状況報告につきまして、

資料２－１から資料２－６に基づき、御説明をさせていただきます。 

 まず、資料２－１を御覧ください。 

 こちらの取組状況評価シート、施策３の説明の前に、こちらの資料全体の見方等につい

て、簡単に御説明をさせていただきます。 

 こちらは、現行の地域福祉計画に位置づけてあります60の事業について、事業担当課に

よる令和４年度の評価、実績、課題と、令和５年度、６年度の取組予定を一覧にしたもの

になっております。 

 まず、左側の表の令和４年度評価結果を御覧ください。 

 こちらには、五つの施策、60の事業の４年度の評価結果を示しております。 

 欄外に評価結果の説明がありますが、Ａ＋は計画以上に進んだ、Ａはおおむね計画どお

り、Ｂは遅れや修正が生じたという評価になります。 

 評価結果は、御覧いただきましたとおり、Ａ＋の計画以上に進んだ事業が５事業、おお

むね計画どおりが57事業、遅れや修正が生じた事業が施策４で１事業ありました。 

 続きまして、右上の評価表を御覧ください。 

 こちらが、令和６年度以降の方向性となります。充実させていく事業は13事業、継続が

49事業、廃止が施策３で１事業となっております。 

 続いて、その下の表の御説明を簡単にさせていただきます。 

 横長の表の一番左の事業番号、事業名、令和元年度末の現況、事業目標（令和６年度末

の目標）までにつきましては、地域福祉計画の内容を転記したものになっております。 

 令和４年度の欄から令和６年度以降の部分の事業の担当課が回答を作成したという形の

表になっております。 

 それでは、本部会の所掌であります施策３、施策４の取組状況評価について、まず施策

３、ユニバーサルデザインに配慮したまちづくりを進めるというところについて、幾つか

の事業を取り上げて御報告させていただきます。 

 施策３は、区民や事業者と協力してバリアフリー化を進め、誰もが安心して出かけられ

る環境を広げていくための取組となっております。 

 資料２－１、７ページを御覧ください。 
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 取組項目３－１は、鉄道駅や周辺のバリアフリーを充実させるとして駅のバリアフリー

化の状況や駅と公共施設への経路の整備について書かれてあります。 

 事業番号26（１）では、駅のバリアフリー化の促進として、光が丘駅および小竹向原駅

の２ルート目のバリアフリー化された経路の確保に向け、令和４年度は働きかけ、調整を

行い、光が丘駅につきましては、Ａ５出入口周辺に新たなエレベーターを設置する計画と

なりました。令和５年度は、光が丘駅のエレベーターについて着実に整備されるよう、鉄

道事業者と連携していくとしています。 

 補足資料の資料２－２を御覧ください。 

 こちらは、第４期第４回の福祉のまちづくり部会においても御報告をさせていただきま

したが、光が丘駅Ａ５出入口周辺のバリアフリー化の促進のため、駅出入口の段差解消工

事とスロープの解消工事を令和４年に実施しております。こちらも改めての報告となって

おります。 

 令和５年度につきましては、真ん中の図③に青色で示しております箇所に下りエスカレ

ーターの設置工事を実施しております。 

 続きまして、資料２－１の７ページにお戻りください。 

 事業番号27では、駅と周辺の公共施設を結ぶ経路の整備としてアクセスルートの取組に

ついて記載をしております。 

 令和４年度につきましては、令和２年度にアクセスルートを指定しました医療機関への

ルート上のバリアフリー整備と、平成30年度に指定しております主要な公共施設の施設内

のバリアフリー設備を示すピクトグラムを施設入り口に設置したとされています。 

 令和４年度に実施した具体的な整備につきましては、補足資料、資料２－３を御覧くだ

さい。 

 補足資料の１ページ目につきましては、区において実施した整備について記載させてい

ただいております。 

 裏面につきましては、関係機関に御対応いただいた経緯について記載しているものにな

ります。 

 こちらに記載している中の公安委員会の整備につきましては、未整備のものがあるため、

今年度も引き続き要請していく予定となっております。 

 資料の２－３の２枚目、横向きのアクセスルートとして指定したルートと整備状況等に

ついてを御覧ください。 

 こちらは、これまでアクセスルートとして指定している経路と、指定経路上の整備状況

をまとめた資料となっております。 

 これまで、６駅12施設２医療機関におけるアクセスルートを指定し、順次バリアフリー

整備を進めているというものになります。 

 アクセスルートに指定の施設につきましては残り13施設となっており、令和５年度は、

その中から２駅３施設、石神井公園駅の石神井保健相談所と男女共同参画センターえーる

および大泉学園駅の勤労福祉会館へのアクセスルートの指定を行うとともに、視覚障害者

誘導ブロックに代わるバリアフリー整備の検討を予定しております。 

 その他の未指定の施設につきましては、まちづくりや協働事業の計画などの進捗の確認

をしながら取組を進めていくこととしております。 
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 資料２－３の３枚目、横のＡ３の資料で、アクセスルート改善方針とその対応状況につ

いて、御覧ください。 

 こちらは、アクセスルートユニバーサルデザインガイドラインの改善方針に基づく整備

の状況をまとめた資料となっております。 

 各記号の凡例は上部に記載しております。 

 こちらにつきましては、時間の都合上、全ての項目の説明は割愛させていただきますけ

れども、各施設の整備状況について確認いただければと存じます。 

 続きまして、もう一度、資料２－１、７ページにお戻りください。 

 取組項目３－２は、公共施設のユニバーサルデザインを推進する取組となります。 

 事業番号28（１）では、より使いやすい区立施設・公園にするため、令和４年度はバリ

アフリー整備に関して区民等による点検を実施しております。 

 令和５年度も意見聴取の実施と設計者等との意見の共有および意見等のデータベース化

を行うとしております。 

 補足資料、資料２－４を御覧ください。 

 令和４年に実施しておりました区民点検の対象施設や参加モニター、テーマ等について

を記載しております。 

 区民等による点検につきましては、設計段階に行う意見聴取と、施設が竣工後に行う検

証という２種類を実施しておりますが、令和４年度につきましては設計段階の意見聴取の

み３件実施をし、設計所管課・設計者・施設所管課に御参加いただき、参加者の意見を直

接聞いていただいております。 

 また、当日出されました意見については意見集約書という形にまとめ、設計所管課、設

計者等にお渡しをし、実施設計の中での反映に努めていただいております。 

 令和５年度の予定につきましては、２番に記載をしたとおりとなりますが、意見聴取を

３件、検証を１件、実施する予定としております。 

 資料２－１、８ページにお戻りください。 

 取組項目３－３は、誰もが安心して使える・気軽に行ける身近な民間施設を増やす取組

となっております。 

 こちらは、バリアフリー改修助成事業や特定建築物の計画の認定制度の周知、技術者対

象研修によりバリアフリーの促進を図っていくとしています。 

 事業番号31（２）では、技術者対象研修について記載がありますが、令和４年度は区民、

事業者、施工者向けとして３回実施しております。こちらの実施の内容につきましては、

資料２－５にチラシをつけておりますので、後ほどお目通しをお願いいたします。 

 今年度も、一般向けを９月、事業者向けは10月と11月に、ワークのテーマを考えながら

実施する予定としております。 

 事業番号32、こちらにつきましては、福祉のまちづくり推進条例施設整備マニュアルの

改訂ですが、こちらは事業の方向性としてＥ、廃止とされている事業となります。 

 こちらにつきましては、令和３年度に改訂作業を終了し、令和４年度から販売やホーム

ページによる公開等を行っているため、今後は法改正等の対応のみとなることから廃止と

したものとなります。 

 駆け足になりましたが、施策３に関する取組状況評価の御説明は以上となります。 
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○部会長 ありがとうございました。 

 それでは、たくさん資料があったのですが、施策３に関しましての説明が終わりました

ので、皆様から何か質問がありましたら、どうぞ挙手をしてお願いします。 

 いかがでしょうか。 

 たくさんの事業が推進されていますので、本日の報告もその中の一部になっております

ので。いかがでしょう。 

○部会員 光が丘に下りのエスカレーターができるという話がありましたけれども、エス

カレーターの考え方の基本を再度聞きたいなというふうに思いますが。 

 つまり、片側を空けていくのか、全く立ったままでいくのか、その辺の考え方の基本を、

すみませんがお願いします。 

○部会長 ありがとうございます。 

 エスカレーターの使い方というところで、練馬区のお答えをお願いします。 

○事務局 エスカレーターの乗り方については、日本エレベーター協会という団体さんが

あるのですけれども、そちらでもエスカレーターに乗るときには歩かないというふうにな

っております。もともとは、エスカレーターの仕様として歩くということを想定されてい

ないということなのですね。 

 鉄道の事業者さんでも、エスカレーターについては歩かないようにということでキャン

ペーンなどをしていただきまして、歩かないようにということでアナウンスをしていただ

いたりというのはあるのですけれども、なかなか、今はまだ慣行みたいな形で、左側に立

って、右側を空けているという状況はあるのですけれども、練馬区としても、歩かないよ

うにというふうに周知啓発に努めているところと、あとは、必ず手すりに掴まっていただ

くというところも、アナウンスを同様に行っているところでございます。 

 練馬区役所の庁舎の中にありますエスカレーターのところでも、歩かないようにという

ことでの周知啓発いうことで行っているところでございます。 

○部会長 よろしいでしょうか。 

○部会員 ついでにといったら失礼ですけれども、電車の会社の人がいらしていると思う

のですけれども、どういう実態ですか。教えてください。 

○部会長 そうしましたら、順にお願いいたします。 

○部会員 当社内沿線ですと、埼玉県がエスカレーターでは歩かないことを条例で決めて

おり、当社は啓発活動に協力しております。ただ、お客さまの中には、急がれている方も

いらっしゃって、エスカレーターで歩かれる方も見受ける状況ではあります。 

 エスカレーターを安全に御利用いただくためには、歩かず立ち止まっていただくべきか

と考えておりますので、引き続き、啓発活動に協力していきたいと考えております。 

○部会長 ありがとうございます。 

 次お願いいたします。 

○部会員 やはり同じように、鉄道会社としても協力して、ポスター等で歩かないように

というような啓発活動をしております。 

 基本的にはエスカレーターについては止まっていきましょうというような考え方でいま

すが、先ほどでもありましたように、どうしても歩かれる方はいらっしゃいますので、そ

れについては放送等でのアピールですとか、周知は今後もしていきたいなというふうに思
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っております。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございます。 

 なかなか埼玉のように条例とまではいかないのですけれども、一人一人の心がけといい

ますか、少しずつ広げていければと思いますが、よろしいでしょうか。 

○部会員 はい。 

○部会長 ほかにございますか。よろしいですか。 

 お願いします。 

○部会員 先ほど説明の中に、７ページの中で26の（１）として、駅のバリアフリー化の

促進の中で、小竹向原駅の２ルート目の整備について、今後、事業者に整備計画を位置づ

けられる、働きかけるというような発言がございました。 

 当社の方でも、今後計画は立てていきたいなというふうには思っているところではござ

いますが、なかなか費用的なところでは数十億かかるような計画になりますので、行政さ

んからの補助ですとか、そういったことも今後考えていただけると非常にありがたいなと

思っております。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございます。 

 一つだけ、先ほどのエスカレーターの件で１事業者の確認がもれておりましたので、お

話をしていただければと思うのですが。よろしくお願いします。 

○部会員 全く、他の部会員と一緒ですけれども、やはり啓発活動ですよね。これが大事

かなと思います。 

 特に、地下鉄ですと深い駅もありますので、そこでぶつかって、もし転倒されて大きな

けがになってとか、そういうことになりますので。また、荷物を持たれる、トランクを持

たれている方とかが乗っていますと、ぶつかると、荷物が落ちたりということがございま

すので、本当に歩くのは危険ですよという、そういう啓発のポスター等も貼っております

けれども、適宜、放送等で言っていくというのが現状でございます。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございます。 

 事業者の方々と一緒に事業を検討・推進していけるというのは本当にうれしい限りです

ので、ぜひ、今後もよろしくお願いします。ありがとうございます。 

 そうしましたら、時間もありますので、先に４の説明に移りたいと思います。 

 事務局、よろしくお願いします。 

○事務局 それでは、資料２－１、９ページをお願いします。 

 施策の４です。多様な人の社会参加に対する理解を促進する。 

 取組項目４－１、学び合いで、個性を伸ばし、感性を育むになります。 

 上から二つ目、36の（２）多様な人との相互理解の促進になります。 

 地域講座についての御案内となっています。 

 地域講座については、これまで、ユニバーサルデザインについて学びを小中学生向けに

行っていましたが、令和４年度からは大人向けのユニバーサルデザイン講座をスタートし

ています。補足の資料として、資料２－６のチラシを確認願います。 
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 先日、８月５日、６日に、２日制の講座を実施しました。「ユニバーサルデザインの今

を学ぶ」というテーマで実施しました。小学生のお子さんから20代、70代の方まで37名に

参加いただきました。参加いただいた方のアンケートとして、多くの人に使いやすいユニ

バーサルデザインということは分かっていたけれども、一部の人にとっては使いづらくな

ってしまうこともあるということを学ぶことができた。そうしたことを承知した上で足り

ない部分については、私たち一人一人がそれぞれ気づいてサポートしていくことが大事だ

ということを理解することができました。ですとか、あとはグループワークでも多くの気

づきがあり、勉強になりました。私自身も周りに伝えたり、声かけの仕方などもふだんの

生活に生かしていったりしたい。そして、このような講座を多くの人が参加し、学んでい

ただく機会を増やしていただければと思っています。などの多くの御意見をいただくこと

ができました。今年度は、同様の講座を10月にも開催する予定です。来年度は６回開催す

る予定です。 

 次に、資料２－１、事業番号37、ユニバーサルデザイン体験教室の拡充になります。 

 こちらは、小中学校でのユニバーサルデザイン体験教室です。令和４年度については、

小学校12校で延べ1,470名のお子さんたちにユニバーサルデザインの授業を実施いたしま

した。令和５年度につきましても同様に12校、令和６年度以降は拡充していくよう進めて

いきます。 

 続いて、取組項目４－２、事業番号40番。印刷物のユニバーサルデザインガイドライン

の活用です。こちらは、区で作成しています印刷物のユニバーサルデザインガイドライン

の各課への周知が取組実績となっていますが、集合型の研修が感染症の影響によりできな

い状況が続いています。そのため、評価がＢとなっています。 

 続いて、取組項目４－３、事業番号41、ユニバーサルデザイン推進ひろばの充実です。

ユニバーサルデザインを学べるｅラーニングの整備で、対面の講座は、先ほどお伝えした

小中学生や大人向けの講座を開催していますが、対面での講座には参加できないという方

もいらっしゃいました。講座には参加できない方に、ｅラーニングを整備し、インターネ

ット上で参加できるユニバーサルデザインを学べる講座というのを開設しています。令和

４年度までに累計4,976名の方に受講いただいています。 

 令和６年度末までの目標を3,000人としていましたが、それを大きく上回る受講状況で

ございます。こちらについては、令和６年度までに8,000人を超える方に受講いただく予

定となっておりまして、大きく目標を超えるものと想定しています。 

 以上が、施策の４の説明となっています。 

○部会長 ありがとうございました。 

 それでは、施策の４に関しましては、どちらかといいますとソフト面ですね。御質問で

すとか、ございましたらお願いします。 

○部会員 本日10時からココネリで、福祉人材育成研修センターとともに、私たち事業者

連絡協議会と協力して、小学生の夏休み体験教室ということで、高齢者疑似体験や障害の

体験などということで、車椅子を押してもらったり、リフトに乗ってもらったりする企画

事業を行ってきて、私も参加させていただきました。 

 参加させていただいた実感として、テーマに上がっているこの事業と共通するところが

幾分もあろうかと思っておりまして、小学生の皆さんが大変喜んで関心深く参加していた
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だいています。これは本当に、小学生は兄弟も含めて18名ぐらいだったのですけれども、

それでお母さんやお父さんが見えて喜ばれている。 

 あの関心の高さには、まだまだ周知をしていけば、参加してくれる方々、お子さんがい

らっしゃるのではないかというふうに感じるのとともに、もう一つですけれども、教える

というか、付き添う、指導する立場の私たちの学びがすごいあります。 

 この学びは、私のような年齢の者もあるのですが、ぜひ、介護事業や福祉事業に従事し

ている若い人たちに教える側として参加していただくのはすごく有効ではないかなと思い

ました。 

 若い福祉の人材が、自分の事業所から出て、パブリシティのいろいろな企画や事業に参

加するという参加意識、子どもたちのああいう笑顔を見ると、本当に引っ張られて一日楽

しかったという効果がすごくあると思います。 

 ですので、表向きのコンセプトは小学生たちへ参加するのですけれども、そのベースに

あるコンセプトには、教える側の従事者たちが参加して、一緒にこういう公共の福祉など

に関わり関心を持っていくという、そのコンセプトにも光を当てていただいて、ぜひ、こ

の表記されている事業と、そういった事業を併せて、効率的に拡充していっていただくの

がいいのではないかなというふうに感じているところでございます。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございます。 

 おっしゃるとおり、子どもたちから学ぶことは多いかと思います。職員の方々も率先し

ながら指導をする側になり得ることができるといいなと思いますが、事務局の方からいか

がでしょうか。 

○福祉部管理課長  

 今、貴重な御意見をいただいたかと思います。 

 指導する側にも学びがあるということで、介護事業者あるいは障害者事業者の若い職員

の方にも、指導者として事業に参加していただくと、こういうようなご意見かと思います。 

 ただ、我々の方で行っておりますユニバーサルデザインの事業というのは、基本的には

障害当事者の方に講師になっていただいて、それで進めるというスタイルでやっているの

ですけれども、今回いただいた御意見も踏まえまして、どのような形で発展できるかとい

うことについては、またいろいろ考えさせていただきたいというふうに思いますので、ど

うもありがとうございました。 

○部会長 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

 そうしましたら、部会長から幾つかよろしいでしょうか。 

 ９ページの事業番号37番のユニバーサルデザイン体験教室は12校。別々の12校という理

解でよろしいですかね。 

○事務局 はい 

○部会長 分かりました。 

 あと、事業番号40番の印刷物のユニバーサルデザインガイドラインですが、こちらは、

つくり上げてからもう５年ぐらいたちますかね。いろんなガイドラインを練馬区さんでは

つくっていらっしゃいますので、何か見直しが時代とともに必要なのか、その辺の目標は、
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いかがでしょうか。 

○事務局 こちらは、令和３年度より新しく見直しをかけ、リニューアルしているところ

でございます。 

 そちらについては、区の職員に周知という形で、メールや区職員向けの掲示板などでの

周知を行ったのですけれども、実際に、見ていただくだけという形になっておりますので、

内容の理解というところで研修が必要なのですが、まだ実施できていない状況でございま

す。 

○部会長 分かりました。ありがとうございます。 

 サインづくりの計画ですとか、何年かごとに見直しながら、スパイラルアップしていけ

るといいなと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。お願いします。 

○部会員 私どもも、区の施設を受託させていただいているのですけれども、去年も何点

かあったのですけれども、今、話に上がった40番の施策のような、印刷物のユニバーサル

デザインガイドラインの活用ということで、周知と職員向け研修の実施と書いてあるので

すが、私ども受託事業者は、当然、区の施設を受託しているのですから、こういったもの

に配慮するようにといっても、こういった研修は特殊な研修ですので、受ける機会がなか

なかないのですね。 

 そうすると、出来上がったものを見ると、どうしても、これではアクセシビリティが非

常によくないのではないかというような、出来のものが多くなってしまうのですね。特に

私どもは、保育や相談という、本当に特殊というか、非常に専門性の高い分野を担当させ

ていただいているので、こういった広報とか、そういったところに関する研修とか学習を

する機会が少ないです。 

 ですので、ぜひ、どこかで、委託事業者に向けても、こうした研修を広げるという施策

を取り入れていただけるようにお願いしたいと思います。 

○部会長 ありがとうございます。 

 事務局から、いかがでしょうか。 

○福祉部管理課長 所管課と、あと、こちらのユニバーサルデザインのガイドラインを作

成しております広聴広報課にも伝えまして、そういう形で進めていければということにつ

いて検討していければと思いますので、よろしくお願いします。 

○部会長 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。前の施策３に振り返っていただいても結構です。 

 お願いします。 

○部会員 先ほどお願いした件については、少し考えていただけるようなところはあるの

でしょうか。 

○交通企画課長 先ほど、小竹向原駅のバリアフリー化についてということで、数十億円

かかるという話がございました。あと、行政でも補助をというような話がございました。 

 バリアフリー化につきましては、民間事業者さんの方でもバリアフリー料金というもの

も活用されているというふうには私どもも承知しておりますので、そうした料金を活用し

ながら、あと、練馬区につきましても、ホームドア整備補助金などをつくっておりますの

で、何ができるかというところは事業者さんとも話をしながら検討していきたいと思いま
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すので、よろしくお願いします。 

○部会員 ありがとうございます。引き続きよろしくお願いいたします。 

○部会員 視覚障害者の当事者です。 

 小学生、中学生に、夏休みということで、そういうものを教えていく、あるいは一緒に

なって学んでいくというのは、とてもすばらしいことだとずっと思っているのですけれど

も、そのところだけを見ると、子どもたちは本当に賢いというか、さっさとそのことが分

かって、例えば杖のつき方だとか、階段の降り方とか、そういうことは本当にすぐ学ばれ

て、すごいなというふうには思うのですけれども、その先にある肝心なことというのは共

生社会づくりということだと思うのですよね。 

 つまり、私は視覚障害ですけれども、視覚障害者は日常的に差別されたり、そういう嫌

な思いをしたりするということがなくなるような社会づくりをぜひ伝えていってほしいし、

特に小学生や、もっといえば保育園の子どもたちには、さっと心の中に入っていくような

ことができるのではないかというふうに思っているので、できれば、その配慮というか、

そういう部分を一緒に学ばれている大人の人たちにも伝えていってほしいと思うし、そこ

だけ抜けていると本当に夏休みの宿題になってしまうので、プラスそういうことを、ぜひ

区としては推してほしいなというふうに思うのですが、いかがでしょうか。 

○部会長 事務局より回答をお願いします。 

○事務局 今回の講座につきましては、資料２－６にありますようにユニバーサルデザイ

ンの今を学ぶということで、誰もが暮らしやすいまちにするためにということで学んでい

ただくことをテーマとしております。 

 この講座の中でも、人はそれぞれ違うもの、障害がある、なしではなくて、人それぞれ

考えていることは違いますよねというところから入っていただく。 

 また、障害の社会モデルということで、障害は当事者の方ではなくて、社会にあるとい

うことを理解していただくところから講座をスタートしておりまして、皆さんもそこの部

分については、障害をつくり出しているのは社会というのが発想の転換だったというお声

をいただきました。あとは、自分が今まで知ることがなかったことを教えてもらうことが

できた、勇気を持って実行すると同時に相手の考え方というところを聞いていくことが必

要だというところ学ぶことができたという御意見をいただいております。 

 この講座では、サポートの仕方というよりは、ユニバーサルデザインの考え方と、プラ

スして実際にサポートするときは、人それぞれサポートしてもらいたいことは違うので、

それをまず相手の人のお話を聞くことが大事であるという講座にいたしました。 

○部会長 ありがとうございます。 

 よろしいでしょうか。こちらは、ユニバーサルデザインの今を学ぶというのも回数を重

ねておりますので、今年度は５回ですか。 

 ちなみに会場は同じところでやられますか。練馬区役所ですとか、ココネリですとか。 

○事務局 場所は変更して実施していく予定でございます。 

○部会長 練馬区全域で、各地で開催されるということでよろしいですかね。 

 部会員、よろしいでしょうか。 

○部会員 はい。 

○部会長 ありがとうございます。 
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 ほかに御意見がなければ次に進みたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 そうしましたら、次、次第の４番目ですね。 

 少し話が変わりますが、区民のニーズ調査を地域福祉関係団体・関係者の調査について、

事務局から説明をお願いできますでしょうか。 

○事務局 次期地域福祉計画策定にかかるアンケート調査実施についてということで、資

料３－１から３－５に基づきまして、御説明をさせていただきます。 

 まず、資料３－１を御覧ください。 

 目的については、こちらの記載をさせていただいておりますとおり、次期計画に区民や

団体からの意見を反映するための調査となります。 

 ２、調査対象等を御覧ください。 

 今回のアンケート調査につきましては、記載させていただいておりますとおり３種類の

調査を実施いたします。 

 まず、一つ目が、無作為抽出をした満18歳以上の男女3,000人に行う区民ニーズ調査で

す。 

 二つ目が、町会・自治会、障害者団体、建築関係団体、やさしいまちづくり支援事業助

成団体等、500団体に実施します地域福祉関係者団体調査です。 

 三つ目が、民生・児童委員、福祉のまちづくりサポーター、保護司、地域福祉計画推進

委員会および部会の委員等の約1,000人に行う関係者の地域福祉関係者調査となります。 

 続きまして、資料３－２を御覧ください。 

 アンケートの調査項目につきましては、現在こちらに記載している項目を案として考え

ております。 

 各項目の内容のところに色がついている部分がありますけれども、こちらの色分けは右

下に凡例があるとおりとなっております。 

 赤字が前回の調査と同様の設問、青字が三つの調査共通の設問、緑が前回と同様で、か

つ三つの調査、共通の設問であるということを示しているものになります。 

 調査項目につきまして、簡単に御説明をさせていただきます。 

 まず、資料３－２の左側、①区民ニーズ調査についてです。 

 区民ニーズ調査につきましては、前回は区民意識意向調査という区の調査に基づいて行

ったため設問数が限られていたのですけれども、今回は単独調査で実施をするということ

で、自由に質問の内容を決めることができるようになっております。 

 問７から問25につきましては、施策１、施策２に関する質問となっております。 

 近所づきあいや地域活動の参加等に関する質問で、地域の状況を把握しております。ま

た、区の事業や災害対策に関しての意見を聞く形となります。 

 問26から問30、こちらは本部会で所掌しております施策３、施策４に関する福祉のまち

づくりについての質問となります。 

 問26では、バリアフリー整備の進捗度等の経年変化を見るために、前回と同様の質問と

しております。 

 問27においては、区内の小規模店舗等をより使いやすい建物とするため、今後、力を入

れていくべきことを確認するための質問という形としております。 

 問28では、アクセスルートの取組がどの程度進捗しているのか、また、まだ不足してい
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るものが何かを確認するため、前回と同様の質問としております。 

 問29、30については、ソフト面の取組への参加度や、やさしいまちづくりのためにでき

ることの意向の確認をします。前回は東京都の調査結果を参考に施策を検討しておりまし

たが、今回は質問として項目を設けることで区の状況を確認するという形の質問としてお

ります。 

 問31から問38は、権利擁護支援についての質問となっております。将来亡くなった後の

不安や認知度等について聞くことで課題を把握します。 

 問39から問41が、再犯防止に対する認知度や必要な支援を聞き、区民の現状を把握する

質問となっております。 

 続きまして、真ん中に記載しております②地域福祉関係団体調査についての項目の御説

明となります。 

 問６では、活動を通してよく聞く困りごとを伺い、支援者から見た地域の状況を把握し

ます。 

 問７から問11では、地域で活動していくための取組や期待することを聞きます。 

 問12から問18が、本部会で所掌しております施策３、施策４に関する質問となっており

ます。 

 問12では、区内のバリアフリーの状況を確認し、今後、取り組むべき課題を検討するた

めの質問としております。 

 問14以降は、前回調査と同じ質問で行い、経年変化を把握します。 

 問16では、アクセスルートの取組をより評価していくため、確認する質問を新たに設け

ております。 

 問19から問22は、権利擁護支援についての質問、問23、24は、再犯防止に関する質問と

なっております。 

 最後に、一番右側、③の地域福祉関係調査になります。 

 こちらは、部会員の皆様にも御回答をお願いするものであり、そのほか民生・児童委員

や福祉まちづくりサポーターなどの調査となります。 

 問８では、助けが必要と思われる世帯を発見した場合の対応について聞いて、対応状況

等を把握します。 

 問10以降の質問については、先ほど御説明しました②の関係団体調査とほぼ同様の内容

を聞いているものになります。 

 以上、区民や団体の皆様に現在の状況を伺って課題を把握し、それに対する対応策を検

討する際の参考にしたいと考えております。 

 今、御説明しました具体的な調査項目の内容は、資料３－３から資料３－５でお示しさ

せていただいております調査票に記載している形になりますので、よろしくお願いします。 

 今一度、資料３－１にお戻りください。 

 調査方法についてです。 

 調査方法は、郵送で送付し、郵送もしくはインターネットでの回答という形で実施いた

します。 

 今後の予定につきましては、５、今後の予定というところに記載させていただいていま

すが、10月中旬に発送し、11月中旬に回答を締め切る予定としております。 
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 こちらの調査結果につきましては、第３回の部会の中で結果を報告させていただく予定

としております。 

 資料３の御説明については以上となります。よろしくお願いします。 

○部会長 ありがとうございました。 

 次期計画に向けて、区民ですとか団体の方々へのアンケートを実施するということで、

いかがでしょうか。御質問ありましたらお願いします。たくさんの項目がありますね。 

 お願いします。 

○部会員 ２の調査対象等の地域福祉関係団体調査のところで、障害者団体（障団連加入

団体）とあります。 

 障団連加入団体がいろんな障害者団体を網羅しているというわけでは決してありません。

かなりもれておりますので、このあたりを障団連加入団体に限らず、もう少し幅広く調査

していただきたいと思います。 

○部会長 事務局の方、いかがでしょうか。配付する範囲ですね。 

○事務局 こちらに、障団連加入団体という形で書かせていただいているのですけれども、

障害者施策推進課で所属されている団体さんを問う形で調整させていただいたりというと

ころで、また改めて検討させていただければと思いますので。 

 障害の偏りがないような形で幅広く御意見が聞けるような形で、今後も改めて確認させ

ていただいて、調査を実施させていただければと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○部会員 よろしくお願いします。 

○部会長 ありがとうございます。 

○部会員 私は、介護保険の小規模多機能という事業をやっておりまして職員が40名おり

ます。その40名のほぼ多くが練馬区民でございます。 

 高齢者の介護保険事業等に従事する者が、このアンケートに参加したらどういう結果が

出るだろうというのを大変興味深く思いながら話を聞いておりました。 

 私は事業者なので、またこういう席にも参加させていただいていますので、②の調査対

象、②の団体という形で仮に答えることができるかもしれないのですが、介護保険の従事

している職員たちが市民であり、一方で、介護保険がとても間口が広く、地域共生とか介

護保険法外の社会的役割に、すごく近年担っている状況で、この区民ニーズの①の調査ア

ンケートを、うちの職員が聞かれたら、どういうふうに答えられるだろう。もしくは意識

づけができるだろうというふうにとても感じるところでございます。 

 例えば、今回もし試しに、勝手にではないですけれども、うちの職員40人がこういうア

ンケートを答えたらどういうふうになるだろうかとか、遊びとは言わないですけれども、

きっと、フォーマットとか、いろいろ調査の仕方は決まっていらっしゃると思うのですけ

れども、ぜひ、練馬区内の介護保険従事者は、合計で1,000人超すのですよね。 

 その人たちが、こういう権利擁護だとか、まちづくりだとかに関心を持って、その者た

ちがいろいろな施策を広げたり考えたりして、根底になる力があるのではないかなという

気がいたします。 

 ぜひ、そういう従事している者を、今後、中長期的に取り込む意味でも、アンケートの

一部対象者、区民として対象者に入れていただいたりして、認識、啓発していただいたり、
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方向性を一つ含めていただくのはいかがかなと、事業主としても考えるところでございま

す。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございます。 

 区の方として、事務局、いかがでしょうか。 

○福祉部管理課長 今のお話というのは、区民ニーズ調査に練馬区民である介護従事者の

方をその対象者として対象に入れるようにというお話だったと思うのですが、こちらの調

査については無作為抽出した練馬区在住の区民の方にという形でやらせていただく形にな

りますので、そこに、そういう従事の方を入れるというのはなかなか難しいかなというふ

うに思っております。 

 ただ、今おっしゃった話は、確かにそういう面もあるのかなと思うところですので、ど

ういうふうに、今言ったようなお話、これは恐らく、委員の事業所に従事されている方だ

けの話ではなくて、広く練馬区の介護従事者の方の意識調査という形ではできないかとい

うふうに受け止めましたので、それに対しては考えさせていただきたいというふうに思い

ます。 

 以上になります。 

○部会長 ありがとうございます。 

 あと、お答えしたいという方はたくさんいらっしゃると思いますけれども、研究者の立

場から言いますと、最初の段階でバイアスといいますか、抽出してしまうと偏った意見に

なってしまったりすることも懸念されますので、無作為抽出というのがとても大事です。 

 ただ一方で、そういった専門の方々が区民としてどういう認識でいるのかというのは別

に必要かと思いますので、今後はいろんな方法でアンテナを張って情報を集めていただけ

ればと思います。 

 ありがとうございます。 

○部会員 少しいいですか。 

○部会長 はい。 

○部会員 今の意見、職員を対象のアンケートについて、私も必要だと思っております。 

 職員の中には、障害者のことを知らない人もたくさんいると思います。そういう意味で、

職員も障害者に対する理解を深める、そういう必要があるかと思います。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございます。 

 そういう意味では、地域福祉関係者調査になるのですかね。とても詳しい方々の意見を

ぜひ吸い上げるということで。 

 事務局の方、いかがでしょうか。 

○福祉部管理課長  

 貴重な御意見をありがとうございます。 

 地域福祉関係者調査の対象者についてというところだと思います。 

 今のところ区としては、こういった形で調査対象を考えておりますけれども、今日、御

意見をいただきましたので、そちらも踏まえて、調査対象についてはどういった形でやれ

るのかということについても含めて考えてみたいと思います。 
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 また、先ほど、部会員がおっしゃっていた御意見というのは、もしかすると地域福祉計

画策定にかかるアンケート調査だけの問題ではないのかもしれないなというところもあり

ますので、障害施策推進課ともそういったところは協議しながら、区の職員の方も意識調

査について検討したいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○部会長 ありがとうございます。 

 ぜひ、サポートする側の意見がたくさん集められるといいかと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。お願いします。 

○部会員 今回、親会で先にこちらのアンケートについてはお聞きしていまして、非常に

すばらしい試みで、今後とも、いろんな団体さんや各個人から意見を区独自に聞いていく

というのは非常に必要なことなのですばらしい試みだと思ったのですが、１点、この表面

を見たときに、特に区民ニーズの調査票のところで、冒頭に練馬区の地域福祉を推進する

ためのアンケート御協力のお願いと書いてあって、地域福祉という非常に固い言葉が入っ

ているのですね。 

 私は、この部会も含めて、数回連続で関わらせていただいているのですけれども、これ

は、概要版の地域福祉計画は、ずっと住みたいやさしいまちプランという、立派な非常に

やさしい、ある意味言葉がついているのですけれども、私たちは、やさしいまちプランを

つくるためにここにきているというふうに思っていて、地域福祉と言われて構えて入って

いくと、多分一般の方が思っている福祉でないような内容も出てくるのですね。 

 犯罪者の方の更生に対するものとかも、僕らは通常、福祉事業関係ということで非常に

広くそういう視野を持っていると思われるのですけれども、一般の方はそういう質問を突

然見ると、すごく戸惑うのではないかというふうに私は思います。 

 なので、やさしいまちをつくっていくためのアンケートの御協力とか、今後で構わない

と思うのですけれども、何か、やさしいまちをつくるので、言葉もやさしい言葉でお願い

したいなというふうに思っております。 

○部会長 ありがとうございます。 

 いかがでしょうか。 

○福祉部管理課長 貴重な御意見ありがとうございます。 

 我々が行政をつくると、こういう堅い言葉になってしまいがちなところがありまして、

今御意見を伺いまして、確かに地域福祉とは何だろうというのがなかなか分かりにくいと

ころではないかなと思います。御意見を踏まえて検討させていただきたいと思います。あ

りがとうございます。 

○部会長 ありがとうございます。 

 ほかにはいかがでしょうか。 

 そうしましたら、部会長からすみません。 

 このアンケート調査に関しましては、例えば、知的障害のある方ですとか、子どもは入

らないですよね。外国にルーツをお持ちの方だとか、そういった方々へは別途アンケート

用紙が異なるということですか。 

○福祉部管理課長 表現の話かというふうに受け止めましたが、調査表はルビをふるとい

うことで、表現に難解な部分ありますけれども、ルビ対応という形で考えております。 

○部会長 分かりました。ありがとうございます。 
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 無作為の3,000人が御自身の言葉でお答えできるような情報の提示をしていただけると

ありがたいと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。少し早く進んでおりますので、何か御意見でも感想でも結構

ですので。 

○副部会長 私も含めてですが、関係者調査が少なくても回答するというところだと思い

ますので、多分、区民の方々が区民調査が届く可能性が高いと思いますので、そういう目

線で見ていただくといいのかなと思います。私も今必死に関係者調査の方を見て、私が全

部回答できるのかなというのを少しチェックしていますので。ざっくばらんでここは分か

りにくいからこうした方がいいのではないかとか、そういう意見が出てくるといいのかな

なんて思いました。 

○部会長 お願いします。 

○部会員 このアンケートは、基本的に個人の方の回答、見解を求めるアンケートですね。 

 それから、団体としての方針や見解、回答を求めるのが一つ。そういう考えでよろしい

ですね。 

 だとすると、このアンケート本文の、特に資料３のように書かれております団体調査票

の文言、言葉遣いを、もう一度精査をお願いいたします。 

 というのは、団体に送られた以上は、団体を代表して中でどういうふうに実現するかは

分かりません。お一人の団体があるか分かりませんけれども、個人の意見を求めるような

設問が見受けられます。その辺り気をつけていただきたい。これは恐らくアンケートのも

っと本質的な性格といいますか、役割、機能をもう一度よくよく精査されたいと思います。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございます。 

 事務局の方、いかがでしょうか。 

○福祉部管理課長 表現が個人向けになっているというか、なかなか団体として答えにく

い表現になっているというような、そういうことだと思います。 

 そちらについては、もう一度精査させていただきたいと思います。 

 また、お気づきの点等がありましたら、後でも結構ですので、本日、意見記入票をつけ

させていただいておりますので、どうしてもこの部分だけは言っておきたいというような

ものがありましたら、こちらに記入して御回答いただけると非常にありがたいです。よろ

しくお願いいたします。 

○部会長 ありがとうございます。 

 そうですね。団体向けと個人向けで整理が必要かもしれないですね。 

○副部会長 今の話で、私も少し。 

 前回がどうだったのかということを分かっていない中でお聞きしたいのですけれども、

今、資料３－４に当たる団体向けのアンケートが、前回も同じような文言であれば、それ

を前回との比較を重視するのであれば、団体代表としての意見ではなくて、あくまで団体

の代表というか、一個人として答えていただく、そのサンプルが団体に所属されていると

か、それから、代表の方の御意見というところにしていただければいいのではないかなと

は思いますので、団体そのものの御意見にするのか、団体に所属しての代表とか、責任者

としての一部個人の、あと１枚目のところの上から６行目ぐらいですかね。御自身のお気
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持ち、御意見に一番当てはまる回答を御回答ください、御記入くださいというのがありま

すので、責任者としての個人の意見、そういったところをお示しをした方がいいのかなと

思いました。 

○事務局 今回のアンケート調査につきましては、地域福祉関係団体調査ということで、

前回５年前の調査から引き続いているもの、あと新しく項目としてつけ加えたものがござ

います。 

 新しくつけ加えたものといたしまして、地域福祉関係団体調査のところでは、例えば、

複雑な課題を抱えた世帯の把握状況であったり、また、区の福祉サービスを充実する取組、

また、問23の再犯防止に関する部分といったようなところが追加で項目を入れております。 

 また、こういったところは、一部、団体さんとしては答えにくいものというところもあ

るかと思います。そういったところについては、最後、こちらの設問について、改めて検

討したいと思っております。 

 団体として、この回答をいただくものなのか、はたまた団体の代表者としての個人的見

解を求めるのかというところも整理して御案内したいというふうに思っております。 

○部会長 ありがとうございます。 

 １ページ目にも「封筒を開けた御本人がお答えください。」となっています。 

 ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。アンケートに関しまして。 

 事前に送られていたとはいえ、この場で目を通して、すぐにということは難しいかと思

いますので、この意見聴取票、こちらは８月14日、これもまた、来週ですか。何かあれば

書いてくださいとのことです。 

 そうしましたら、全体を通しまして質問ですとか、もう少しここのところの説明がほし

いですとか、ありましたらお願いしたいと思います。 

 私も10年ほど関わらせていただいて、駅のアクセスルートに関して、２ルート目の確保

が大分検討に入られたようですね。ただ、まだ小さな駅ですとか、その辺りのところが、

13駅でしたか、未着手ということですので、その辺の理由ですとか、どうしていくかとい

うのを簡単に御説明いただけたらと思います。 

○事務局 アクセスルートの取組の未着手の駅の中で、課題が多く動きが遅くなっている

所としましては、関町地域にあります西武新宿線沿線にある、関区民センターですとか、

関保健相談所、関区民ホールになります。こちらは、西武新宿線の連立の関係の動きが、

あるというところで、駅前の状況が変わる可能性があります。そのため、今すぐに、ここ

のルートでということの指定が難しいかなということで、取組状況評価の今後の方向性の

ところでも、まちづくり等の計画に合わせた検討という形で、方向性を示させていただい

ております。このように道路事業ですとか鉄道事業が関わるところについては、そのタイ

ミングで実施していきたいということがございますので、動きが遅くなっております。 

 道路事業というところでいきますと、平和台地域で残っている施設があるのですけれど

も、放射35号線という道路の整備が今動いている最中でございますので、道路事業の方向

性が大分見えてきたりとか、事業の影響を受けないところで指定ができるようなのであれ

ば実施していくというものになります。 

 それ以外の練馬地域でも残っている施設、豊玉保健相談所ですとか、生涯学習センター
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ですとかがありますが、こちらにつきましては、一部歩道がなかったりとか、歩道があっ

たとしても車道と歩道の区切りがある、線が引いてあるだけという形で、なかなか歩道と

いいにくいような安全面のところで難しい課題を抱えている道路しかないという状況です。 

 そういったところに、通常どおりの、どちらかに幅を確保して点字ブロックを敷設する

ということがなかなかできないというところがございますので、そういう狭い道路でも、

何かしら視覚障害の方でも、車椅子の方でも、ベビーカーを押している方でも、どんな方

でも安全に通れる、安全に誘導ができる方法というのは何かできないかというのを、今年

度に、石神井の男女共同参画センターに向かう通路ですとか、大泉学園の勤労福祉会館の

ところも、一部このように細いところ狭いところがございますので、その辺りで何か有用

な方法、代替の手段がないかというところを今年度検討する予定としております。 

 その辺りの検討がうまくいって、試してみて、これならみんな安全にできるかなという

ところが分かってくるようであれば練馬地域の残っているところですとか、小竹向原の小

竹図書館までの経路ですとか、その辺りへのアクセスルートの指定というところも展開を

進めていきたいなというところでは考えているのですが、狭いところでの整備というとこ

ろが、道路上の安全というところも確保もしていかなければいけないところになりますの

で、その辺りが、慎重に検証をさせていただいたりとか、試行的に整備して検証を重ねて、

実施にこぎつけるというような形を取らせていただく形になるので、どうしても期間をい

ただくような形、進捗が遅れるというような形となっております。 

 以上です。 

○部会長 ありがとうございました。 

 どうしても物理的に難しいところがあると思いますので、できないところはできないな

りにみんなで知恵を出し合って進めていければ思います。 

 ほかにいかがでしょうか。皆さん、資料に目を通していただきまして。 

 お願いします。 

○部会員 こういうふうに部会として参加させていただいて、発言の機会をいただいてい

ること、大変ありがたく思います。 

 一方で、親会というのですかね、全体の会議でそれぞれにどのような意見交換がなされ

ているのかということに対しても、こうやって部会の資料を拝見すると大変興味関心を持

つところでございます。 

 ここだけ教えていただきたいところですが、その議事録などを私たちが読ませていただ

くことで、親会でどのようなテーマの議論がされていて、その下りてきた部会でこういう

議論がなされているのだという相関性のような、全体像が分かるような、私たちの努力の

方法を教えていただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○部会長 ありがとうございます。 

 事務局の方、いかがでしょうか。 

○事務局 議事録につきましては、ホームページでの公開というのは、部会も行っている

のと同じように親会の方でもホームページの公開を行っておりますけれども、部会員さん

には親会の議事録を部会の議事録と併せて送付させていただくという形もできますので、

今年度からそのような形で対応ができるように調整していきたいと思いますが、いかがで

しょうか。 
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○部会員 ありがとうございます。大変うれしいです。勉強になります。 

○部会長 ありがとうございます。 

 あわせまして、私から、わがままかもしれないのですが、議事録をそのまま全部読むの

は難解な場合もありますので、要点を、どういうところがどう決まっていったのかという

のを分かりやすくしていただけますと大変ありがたいと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○部会員 道路の拡幅とか、バリアフリーに関わることで、防災に関わることで道を拡幅

するときに、拡幅するためにお家を引っ越していただく必要とかはありますかというとこ

ろです。よろしくお願いします。 

○部会長 お願いします。 

 道路を拡幅するときに家を引っ越したりですとか、そういった計画ですね。 

○計画課長 一般的な道路事業の拡幅ですと、用地を取得させていただいて、セットバッ

クしていただいたり、移転していただいたりということはございます。 

○部会長 都市計画で、ある程度の道筋はできておりますよね。それと同時に、電柱の地

中化ですとか、いろいろな課題も併せて、恐らく計画されていると思いますが、いかがで

しょうか。 

○計画課長 都市計画道路ですと、ある程度の、都市計画線で範囲が決まっておりますの

で、線の範囲内で用地を確定させていただいて、最終的には無電柱化等も検討していくと

いうようなことになってございます。 

○部会長 よろしいでしょうか。 

○部会員 ありがとうございます。 

○部会長 狭い地域もありますし、鉄道事業者さんだけではなくて、練馬区では、東の方

の鉄道の空白地域が、バスでしか行けないところありますので、この辺りも接続という意

味では、道だけではなくバスに乗るルートですとか、いろんなところも課題になってくる

のかなと思っております。 

 ほかはいかがでしょうか。 

 私のつたない進行で大分早く進んでおりますが。まだ御発言されていない方ですとか、

感想でも結構ですので、いかがでしょうか。 

 なかなか、年に何回かしかお会いできないので、ぜひ。 

○副部会長 恐らく、こういう場所に何回も関わったことがあるのですけれども、例えば、

ちゃんとしないとみたいな、発言しにくい部分もあると思うのですが、私は、気にせずに

分からないものは分からないというふうに、聞くこともせっかくのチャンスだと思ってい

ますので、何か発言されてみたり、ここを聞きたいなとか、分からないなというところが

あれば、遠慮せず言った方がいいのではないかなと思います。 

○部会長 なかなか商店街のお話を聞くことが難しいこともありますので、いろんな商店

街、オリジナル的な活動もされていると思いますが、部会員、いかがでしょうかね。いき

なり当てないでという感じですよね。ごめんなさいね。 

 まちづくりをするときに、商店街さんは道路を通行止めにすると、とても栄えたりです

とか、車と人と、また自転車と、最近は電動スクーターが流行り始めていますから。まち

づくりは、とても広くなってきているのかなと思ったりします。 



令和５年８月９日（水）練馬区地域福祉計画推進委員会 福祉のまちづくり部会会議記録 

                                           

- 21 - 

 自転車に関しては、割と駐輪場だとか、その辺はもう充実しているのですかね。 

○計画課長 今、シェアサイクルなどの事業にも区の方で力を入れていまして、民間事業

者さんが入って増えている状況です。 

○部会長 恐らく、パーソナルモビリティといわれるような、個人でスピードの出る移動

器具というような、恐らく発展していくのではないかと思います。 

 私は目白の方に大学があるのですけれども、シェア自転車、キックスケーターをして家

まで帰ろうと思ったら、練馬の方にスタンドがなくて、都心にはいっぱいスタンドがある

のですけれども、練馬はないんだと思っておりましたが、それも練馬の方に進出してくる

と、なかなか歩行者との難しい課題が出てくるのかなと思っております。 

○部会員 自転車の話が出て、私たち視覚障害者にはとても難問ですが、最近、７月の頭

に、小池都知事が、全国で一番最後になったかもしれないけれども、二人乗り自転車のタ

ンデムというのがあって公道でもオーケーだというのを出したと思うのですけれども、そ

の辺の情報というか、実際に乗れるのでしょうか。そういう場所が提起されているのでし

ょうか。分かりますか。 

○計画課長 私も不勉強なのですが、恐らく普通の自転車道とか自転車が通れる道につい

てはタンデムも走れるようになると思いますので。今は、スペースがあるところについて

は歩行者と自転車の分離ができるような整備をしていますので、なるべく歩行者の安全が

確保できるように自転車のネットワークも整備していきたいと思っています。 

○部会長 ありがとうございます。 

 部会員、よろしいですか。 

○部会員 別の質問ですけれども、最近、視覚障害者が踏切で出口を失ってというような

話が急に増えたというか、出てきたので、どういうふうなことなんだろうと思うし、視覚

障害者が踏切の中からいち早く出てくるには、どんなふうに考えられているのか。 

 せっかく電車の事業者の方がいらっしゃるので聞きたいのですが。どういう設備を充実

させようと考えられているのか。点字ブロックを作るとか、つけるとか、そのような話が

あるのでしょうか。 

○部会長 ありがとうございます。 

○計画課長 今、踏切の中にも横断歩道にあるエスコートゾーンを設置する動きがござい

ますので、それで踏切内を誘導していくという取組は進んできているかと思います。 

○部会長 鉄道事業者さんの方からもいかがでしょう。踏切に入ったときの。 

○部会員 よろしくお願いいたします。 

 御意見いただきましてありがとうございます。踏切内の安全につきまして、鉄道側の安

全対策としては、踏切に支障検知装置を設けており、踏切内に支障物等があった場合、セ

ンサーが反応して信号で電車を止めるシステムを導入しています。また、将来に向けては

もう少し検知能力の高い設備を検討するなど、踏切内の安全対策を図っているところでご

ざいます。 

○部会長 ありがとうございます。 

 この辺りの安全に関しては、まち全体で人々の目と見守りと、そういったところも駆使

しながら技術と一緒に進んでいくといいなと思っております。 

 部会員、よろしいでしょうか。 
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○部会員 はい。 

○部会長 部会員のおっしゃっていた話に戻すと、タンデム自転車に関しましては、私の

知り合いの視覚障害のある方が乗ったそうで、すごい気持ちよかったとおっしゃっていま

した。 

 少し早めなのですが、ほかに特にこれを最後に言っておきたいということがございます

でしょうか。 

 もしよろしければ、こちらで報告と意見交換というのを終了させていただこうと思いま

す。 

 そうしましたら、続きまして、５番のスケジュールに関しまして、事務局から説明をお

願いいたします。 

○事務局 事務局から、資料４を用いまして、今後のスケジュールについて簡単に御案内

をさせていただきます。 

 資料４を御覧ください。 

 令和５年度から令和６年度にかけての地域福祉計画策定にかかる会議体のスケジュール

について、こちらに示させていただいております。 

 本会議体、福祉のまちづくり部会につきましては、上から２番目の部会という部分を御

確認ください。 

 こちらに記載させていただいていますとおり、令和５年度、令和６年度ともに、年３回

の開催を予定しております。 

 ２回目、３回目の議事の内容につきましては、一番上の欄に記載があります推進委員会、

通称親会という言い方をしておりますけれども、こちらに御報告することとなっておりま

すので、基本的に親会の開催前に部会を開催するという形で予定させていただいておりま

す。 

 今年度につきましては、本日８月９日が第１回の部会、第２回は10月27日の予定、第３

回を３月下旬で調整させていただいております。 

 開催に当たりましては、１か月前に開催通知を発送させていただきますので、御確認の

ほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 こちらのスケジュールの中で、部会の下の欄に再犯防止推進検討会というものが記載さ

れておりますけれども、こちらは再犯防止推進計画を次期計画から包含をしていくという

形になっておりますため、令和５年度において５回開催をし、各取り組むべき支援策を検

討するための検討会が設けられているという形の表記となっております。御確認の方よろ

しくお願いいたします。 

 スケジュールの説明としては以上となります。よろしくお願いします。 

○部会長 ありがとうございます。 

 次回の日程もお伝えいただいたと思います。 

 特に事務局の方からは、もうよろしいですかね。 

○事務局 次回の日程が、次第にも記載をさせていただいていますけれども、開催時間が

午後６時からということで夜間の開催になります。そのため、皆様には御負担をおかけし

てしまうかと思いますけれども、どうぞよろしくお願いいたします。 

 それから、先ほど調査票のところで、管理課長や部会長からも御案内がありましたけれ
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ども、今日、机上にて配付させていただきました御意見記入票につきましては、今回、御

確認いただく資料が膨大だったことですとか、また、この限られた時間の中で御意見をい

ただくということがなかなか難しいところもあったかなと思いますので、何か寄せたい意

見がございましたら、こちらの意見記入票で御意見をお寄せいただければと思います。 

 調査票の内容につきまして議会に報告する関係がございまして、８月14日までというタ

イトなスケジュールになっていまして申し訳ありませんけれども、よろしくお願いいたし

ます。 

 記載する時間がないですとか、なかなかここに書くのは難しいという場合がございまし

たら、お電話で御意見をお寄せいただく形でも大丈夫ですし、この形式にとらわれずに、

メール本文に記載してお寄せいただいても構いませんので、何かございましたら８月14日

までにいただければと思います。 

 そちらで、調査項目のところにつきまして、お寄せいただいた御意見を検討する中で、

詳細の設問項目を大きく変更するような場合がもし出てきた場合につきましては、事務局

と、部会長、副部会長で協議させていただきながら調整させていただきたいと存じますの

で、御了承いただければと思います。よろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上となります。 

○部会長 ありがとうございました。 

 それでは、本日の予定しておりました議題は全て終了になります。 

 全体を通しまして最後に何かございますでしょうか。 

 今後も皆様のお力をお借りしながら推進していきたいと思いますので、ぜひ、今日は資

料がたくさんありますが、各自見ていただきまして、御意見等ありましたら事務局までお

願いしたいと思います。 

 それでは、本日の第５期第１回福祉のまちづくり部会を終了したいと思います。 

 本日は、誠にありがとうございました。 


